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１ ２０２５年 ：70ヵ国の農業大臣出席のベルリン国際農業大臣会議開催
ー持続可能なバイオエコノミーの促進を決議ー （2025・1・18）

オズデミール大臣：持続可能なバイ

オエコノミーは、手つかずの自然を保

つのための指針である。連邦食料・農

業大臣オズデミール大臣議長のもと

で、約 70各国の農業大臣並びに 14の
国際組織の代表者が出席した第 17 回
ベルリン国際農業大臣会議は、バイオ ベルリン国際農業大臣会議

エコノミー(訳注)を促進することに合意した。

これについてグローバルな食料確保のために、持続可能なバイオエコノミー

の貢献を認めること、そして生物多様性と気候保護の保証にも合意した。（訳

注・生物由来の資源を活用して、環境負荷を減らした経済活動を目指す経済モデル）

さらにオズデミール大臣は連邦食料・農業省のイニシアチブのもとに、FAO
のプロジェクトをグローバル・バイオエコノミー・パートナーシップの具体化

として財政投入する。

オズデミール大臣は、農業大臣会議の終了に際して発言した：世界中で 10
人に 1人が空腹な状態でベットに寝ている。戦争と紛争は、飢餓に対して火災
促進剤のように影響し、気候危機がこの状況をドラステイックに激化させてい

る。我々は農業大臣として責任を担わなければならない。我々は今日はっきり

と合意した。石油に代わってバイオを基礎に再生可能にすること。これは手つ

かずの自然を守り気候保護のための指針である。

我々は最終宣言においてバイオをベースとした革新は、石油原料を凌駕する

真のゲームチェンジャー（流れを一気に変える）である。これは経済的な進歩

を伴った持続可能性と結びつき、そして新しいチャンスを創り出す。
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その際、極めて重要なこと。それは”食料ファーストの原則”であって、議

論の余地が無い。世界の農業大臣は、自らの最終声明で合意した。これは FAO
の「グローバル エコノミーパートナーシップ」を通じて、国際的なパートナ

ーと共同で知見をまとめ、その解決の糸口を調整する。

オズデミール大臣：”我々は効果的な知見の伝達を必要とする。我々はバイ

オ エコノミーパートナーシップでもって、ブラジル G20 議長国とのつながり
を歓迎している。それは過去の年におけるこのイニシアテイブをスタートさせ、

それを引き継いでいるからである。我々はこれでもって行き止まりに陥ってい

る石油に代わって、持続可能な循環経済の中に入っていく”と、大臣は強調し

た。特に農村地域と小規模農家もまた、持続可能なバイオエコノミーの革新か

ら利益を得ている。 ”持続可能な農業とバイオエコノミーは、贅沢ではなく

確実なそして生きる価値ある将来のための必然性をもっている。”我々は共同

で持続可能性、平和そして人間の尊厳に基づくところの価値創造と展望を創り

出すことができる。

口蹄疫（FMD）が、1988 年にドイツにおいて初めて発生した後、動物の疾病
が農業大臣会議においても注目されている。連邦大臣オズデミールとミュラー

政務次官は、世界の同僚との多くの対話において、口蹄疫の発生を背景に現在

におけるこの病気の発生状況、輸出の可能性など透明性のある情報を提供した。

またこの会議には、国連食料農業機関（FAO）、経済協力開発機構（OECD）、
世界貿易機関（WTO）、世界銀行(WDI)、国連世界食料計画（WFP）など、14
の国際組織の高官が、この農業大臣会議に出席し、自らもっている専門知識を

提供した。

世界農業大臣会議で議長を務めるオズデミール大臣
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第17回 ベルリン国際農業大臣会議の基本的な成果

１ バイオマスの持続可能な生産

再生可能な生物資源が持続可能な方法で生産され、経営、加工されるとき、

バイオエコノミーは社会的、経済的、生態学的発展に貢献し、持続可能な目的

達成に貢献する。各国の農業大臣は、パリ気候協定と生物多様性条約に合意し

ている。農業エコロジー、農業と生態学を統合した農業や社会の在り方、精密

農業、有機農業など、持続可能な食料システムと生産を強調している。同時に

生産システムの全体的な問題解決だけでなく、地域の条件にも適合しなければ

ならない。

２ 収入源としてのバイオエコノミー

バイオエコノミーは、既に世界的に多くの人々のための生産基盤と経済活動

の基盤になっている。これは牧草地、海洋資源そして水生生態系、果物、ナッ

ツ、木材製品、樹脂のような持続可能な利用に適用される。各農業大臣は、補

完的な付加価値と収入源としてのブルーバイオエコノミー（海洋資源を活用し

つつ環境保護と経済発展を同時に推進する経済モデル）の可能性を強調してい

る。特に漁業分野において最も有効なのが「藻」であり、現在十分利用されて

いないため資源として強調されている。

３ バイオマスは持続可能に用いてグローバル食料の安全性を確保

各大臣は、持続可能なバイオエコノミーを奨励する一方で、食料の安全保障

を達成し、そしてこれを継続することを義務づけた。そして「十分な食料への

権利」の段階的な実現強化を支援する。さらに各大臣は持続可能なバイオエコ

ノミーを、あらゆるバリューチェーン（付加価値を創造するための活動とその

プロセス）において循環型経済を促進する。これは再生可能な有機資源への圧

力を減らすためである。各農業大臣は農業、林業そして水生バイオマス副産物

の活用奨励を確認した。また、蛋白資源の多様化はこれに貢献し、世界的な食

料の安全保障と栄養の改善に貢献すると強調した。

４ 革新の強化

各農業大臣は、科学、テクノロジー、革新、教育、コミニュケーションそし

て各分野を横断した共同活動が、持続可能なバイオエコノミーのための決定的

な要因であることを強調した。その際、伝統的な知識と文化遺産が認められね

ばならない。各農業大臣は、バイオエコノミー発展のためのチャンスをもたら

すために、財源へのアクセスの必要性を強調した。このことは、特に小規模農

家、青年、先住民族並びに地域社会にとって重要である。
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5 公正な枠組みと変化を活用

食料や非食料利用のために、バイオマスに対する高度な需要における様々な

最終利用者間の競合（例えば土地、水など）を、利益相反する自然資源利用上

の調整が必要となる。地球内の限界でこの問題に取組むとき、「食料への十分

な権利」の一歩一歩の実現と持続可能な発展を優先する。

６ 国際パートナーシップでの支援

各農業大臣は、ドイツから財源融資された FAO プロジェクト「グローバル・
バイオエコノミー・パートナーシップ」の具体化を歓迎し、パートナーの管理

と統括を支援する。これに関するイニシアチブ（主導権）を出来るだけ早く承

認し、積極的な支援を行う。

２０２５年ベルリン国際緑の週間

1962 年から毎年１月ベルリンで開催される、食品・農業・園芸分野の世
界屈指の見本市である。世界の 60ヵ国から約 1,400社が出店し、約 30万
人が来場、300 以上のセミナーや会議が併催される。世界農業大臣会議、
食料農業グローバルフォーラム、世界農業青年会議、ドイツ有機農業コ

ンクール優勝者表彰式など。

1962年から開催されている 会場内 30万人が訪れる
国際緑の週間の会場

立錐の余地の無いほどの入場者 会場内の風景
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各ブースの賑わい 各地の特産品の PR

ワインの試飲をどうぞ 農業大臣オズデミールも来場（左側）

ドイツ語の文字

外国から南国の産果物の出店 りんごの出店も 入りりんご

ソーセージの展示販売 最新モデルのトラクターの展示

バイエルン地方の

民族舞踊の披露

女性が宙に浮いて

いる。
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２ 2025 ベルリン 食料と農業のグローバルフォーラム開会式

ーバイオエコノミーを持続可能に形成ー （2025・1・16）

第 17 回世界食料フォーラムー食料
と農業のグローバルフォーラム

（GFFA）は、今日（1 月 16 日）連邦
食料・農業省政務次官クラウデイア

ミュラー政務次官の開会挨拶でスター

トした。この多国間交流の場は、世界

的に類を見ないものであり、連邦食料 開会の挨拶をするミュラー政務次官

・農業省によって開催された。

今年の議論の焦点となる指針テーマは、”バイオ エコノミーの持続可能な形

成”である。これはバイオマスを持続的に生産し、そして可能な限り効果的に

利用することを指針としている。

開会に際してミュラー政務次官が述べた：紛争が増えそして世界がリスクを

犯し、現状を分断するそういう危機に瀕している。私たちはそういう時代に、

GFFAの場で対話と共同活動のための信号を発したい。

私達がベルリンに集まったのは、この時代の大きな課題である気候危機、種

の絶滅、戦争そして紛争、これは世界の共同でのみ解決できるからである。世

界の価値創造の半分以上が種の多様性、健康な土壌並びに十分なそして清潔な

水、無傷な環境をベースにしている。バイオを基盤とした革新は真のゲームチ

ェンジャーである。これは再生可能な資源と経済的な進歩と結びついた、持続

可能性を組合わせている。同時にこれでもって気候と資源を護り、そして価値

創造のための新しいチャンスを創り出し、食料の品質と繁栄を確保する。

ドイツにおいて 1988 年以来、口蹄疫（FMD）の最初の発症後、GFFA は動
物の病気の印象のもとにあった。このため、連邦食料・農業大臣オズデミール

は、世界の同僚大臣とともに、FMD 発症を背景にした輸出合意について、ビ
ジネスパートナーと話し合う予定である。GFFA は、世界規模での農業ー食料
の中心的な将来課題のための重要な国際会議である。今日の開会式は、2025
年 1 月 15 日から 18 日までの GFFA の分野において、20 以上のイベントの公
的スタートを記念するものである。
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これは約 2,000 人の国際的な訪問者
並びに 120 人の政治、経済、科学、
市民社会の代表の講演が予定されて

いる。世界からの青年農業代表者は、

この国際フォーラムに直接参加する。

さらに若い科学者が自らの研究成果

を、GFFA―サイエンススラム（訳注） 2025 GEEA 開会セレモニー

で紹介される。

（訳注・科学者が研究内容を一般の人に講演し評価を受ける）

さらにこのフォーラムの分野において、ミュンヘンセキュリテイ会議が、タ

イトル「平和の種を蒔く」でもって開催されている。平和のためのパイオニア

として、食料ー気候安全保障のための努力について討論される。食料の安全保

障と世界の平和維持活動を接点に、問題解決を前進させるために、安全保障の

観点導入を目的にしている。

GFFAの政治的な頂点は、1月 18日の世界農業大臣会議である。これは連邦
食料・農業大臣オズデミール議長のもとに開催される。これには全世界から約

70 人の農業大臣と国際組織の高官 20 人が含まれている。メデイア代表者もベ
ルリン農業大臣会議に招かれる。

2025 年 GFFA の焦点に４つのテーマを設定し
ている。

１ バイオマスの持続可能な生産ー目的の対立

を解決

２ バイオマスを持続可能に活用ー世界食料を

確保

３ 革新を強化ーコミニュケーションを促進

４ 公正な枠組みの構築ー変革の活用

GFFA は、ベルリン見本市社と連邦食料・農業
省の共同開催である。
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2025 ベルリン GFFA 食料と農業グローバルフォーラム

協議結果について

１ 世界食料の確保―飢餓を終わらせる

最も新しい数字によると、世界で 7 億 5,200 万人の人々が飢餓に苦しみ、23
億 5,200万人（世界人口の 28,9%）が、十分な食料を入手できてない。
ー 我々は世界的な食料を確保するために、農業に関する共同での問題解決を

望んでいる。

ー 我々の目標は「十分な食料の権利」を世界的に実現することである。

ー 我々は食料の安全保障についての世界的な議論を、さらに発展させること

を視野に入れそしてそれを記録する。

ー 我々は持続可能な発展のための 2020 アジェンダ（課題）の目標実現のた
めの貢献を望んでいる。

2025 食料と農業グローバルフォーラム ケニアの飢饉

２ 農業を持続可能なものにする

ー 農業は世界的に最も大きな就業の分野であり、世界人口の約 40%に収入を
もたらす。

ー 世界人口が 2050年までに約 100億人に達すると見込まれている。
ー 貴重な自然資源でもって人類への食料供給を確保することは、最も緊急性

の高い我々の将来的な挑戦課題である。

ー 我々の目的は資源を世界的に賢く、効率的にそして節約的に活用すること。

同時に農業の生産性を持続可能に向上させることである。

ー 我々は地域的に、そしてグローバルなレベルで持続可能な農業のための問

題解決と、新しい構想を望みたい。

ー その際、我々は食料システムの中で相乗効果活用のための可能性を、共同

の挑戦として確認する。
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世界人口の約 40%が農業から収入を得る。 持続可能な農業は地力増強から

ベトナムの棚田農業 堆肥の散布

3 我々のグローバルプラットホーム

ー 我々はグローバル農業ー食料の中心的な将来課題について、議論する魅

力的なプラットホームを提供する。

ー 我々は食料システムの主要な挑戦に焦点をあて、毎年異なるテーマを設

定している。

ー 我々は国境を越えそして世界的な研究パートナーシップ（研究協力関係）

を立ち上げる。

ー 我々の目的は中心的な先駆者及び研究者を全世界から、参加のための呼

びかけをすることである。

ー 我々は政府の重要な関係者、市民社会、科学そして経済の間の平等かつ

科学的に基礎づけられた対話の場を創り出す。

グローバルプラットホーム 研究パートナーシップ・ウルグアイと

ビッグデータと連携 ドイツの科学者の連携 農産物の品質

向上プロジェクトの発表
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我々の成果：

GFFA は、下記を通じてグローバルな食料システムのさらなる発展のための
刺激を与える。

ー 70 ヵ国の農業大臣が政治的勧告に合意し、10 以上の国際組織の協力で農
業大臣会議のコミニュケを公表

ー 特に 2020 ベルリン農業大臣会議で始めた「農業と食料のデジタル化」の
ための国際プラットホーム

ー 全世界からの 15~20歳までの青年農業者の共同宣言
ー 革新ー灯台プロジェクトの展示

ー 多国間対話とネットワークの強化

ー 広報と伝統的なメデイア（例えばラジオ、新聞、テレビ）の社会的な報告

を通じた広範な視聴者の獲得と理解

国際青年農業者フォーラムで

共同宣言を公表

デジタル化のための

国際プラットホーム

２０２５・２・１６ 訳

青森中央学院大学

地域マネジメント研究所

中川 一徹


